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9月定例会では、議員提出議案の
可決により、7件の意見書を関係機
関へ送付しました。（要旨掲載）

9
月
定
例
会
で
は
、
請
願
4
件
を
新
た
に
受
理
し
、
2
件
を
採
択
、

1
件
を
不
採
択
、
1
件
の
取
り
下
げ
を
承
認
し
、
5
件
を
継
続
審
査

と
し
ま
し
た
。

陳
情
に
つ
い
て
は
4
件
を
新
た
に
受
理
し
、
全
議
員
及
び
執
行
機
関

に
陳
情
書
の
写
し
を
配
付
し
ま
し
た
。

採
択
し
た
請
願
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
わ
か
り
や

す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

議
会
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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9
月
定
例
会
で
は
、
代
表
質
問
に

お
い
て
市
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
希
望
あ
る

将
来
の
小
平
に
つ
い
て
活
発
な
議
論

が
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
へ
の
関
心
と
親
し
み
を
深
め

《
小
学
校
3
年
生
》

〇
10
月
5
日
　
鈴
木
小
40
人

〇
10
月
15
日
　
四
小
72
人

〇
10
月
21
日
　
十
五
小
74
人

三
小
94
人

〇
10
月
22
日
　
二
小
82
人

〇
10
月
26
日
　
九
小
115
人

〇
10
月
28
日
　
十
二
小
66
人

花
小
金
井
小
43
人

〇
10
月
29
日
　
上
宿
小
48
人

政
府
は
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
お

い
て
、
構
造
改
革
の
中
心
課
題
と
し

て
郵
政
事
業
民
営
化
に
向
け
た
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
。

郵
政
3
事
業
に
つ
い
て
は
、
資
金

の
流
れ
の
透
明
性
を
高
め
る
、
効
率

的
な
運
営
を
図
る
な
ど
の
課
題
を
解

決
す
る
必
要
は
あ
り
ま
す
が
、
単
に

民
営
化
す
れ
ば
そ
れ
が
解
決
さ
れ
る

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昨

今
の
メ
デ
ィ
ア
の
調
査
に
よ
る
と
、

慎
重
意
見
が
7
割
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
早
急
に
民
営

化
す
べ
き
と
回
答
し
た
の
は
わ
ず
か

12
・
6
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
状
況

で
す
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
政
府
に
お

い
て
、
十
分
な
議
論
が
さ
れ
て
い
な

い
現
状
で
は
、
現
行
の
経
営
形
態
を

引
き
続
き
堅
持
す
る
よ
う
強
く
要
請

い
た
し
ま
す
。

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
総

務
大
臣
あ
て

道
路
4
公
団
の
民
営
化
論
議
に
お

い
て
、
首
都
高
速
道
路
公
団
は
現
状

の
ま
ま
残
り
、
日
本
道
路
公
団
が
分

割
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
形
態
に
な
る
な
ら
ば
、

都
内
に
は
2
つ
の
道
路
会
社
が
存
在

す
る
こ
と
に
な
り
、
同
じ
都
民
で
あ

り
な
が
ら
2
重
に
料
金
を
負
担
す
る
、

三
多
摩
格
差
は
是
正
さ
れ
な
い
ま
ま

に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
政
府
に
対

し
交
通
渋
滞
を
引
き
起
こ
す
最
大
要

因
の
1
つ
で
あ
る
高
速
道
路
上
に
あ

る
永
福
・
三
鷹
料
金
所
を
取
り
除
く

税
措
置
を
一
体
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

2

確
実
に
税
源
移
譲
が
担
保
さ
れ

る
改
革
と
す
る
こ
と
。

3

税
源
移
譲
額
が
国
庫
補
助
負
担

金
廃
止
に
伴
い
財
源
措
置
す
べ
き
額

に
満
た
な
い
地
方
公
共
団
体
に
つ
い

て
は
、
地
方
交
付
税
に
よ
り
確
実
な

財
源
措
置
を
行
う
こ
と
。

4

社
会
福
祉
施
設
等
は
、
万
全
の

財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

こ
と
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
、
経
済

効
果
、
そ
し
て
同
じ
東
京
都
民
と
し

て
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
公
団
民

営
化
に
至
る
間
に
、
中
央
自
動
車
道

高
井
戸
・
八
王
子
間
の
料
金
撤
廃
を

強
く
求
め
ま
す
。

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
国

土
交
通
大
臣
あ
て

政
府
に
お
い
て
は
、
今
年
6
月
に

「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関

す
る
基
本
方
針
2004
」
が
閣
議
決
定
さ

れ
、
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
具
体
的

な
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
を
取
り
ま

と
め
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
6
団
体
は
こ
の
要
請
に
対
し
、

「
国
庫
補
助
負
担
金
等
に
関
す
る
改

革
案
」
を
政
府
に
提
出
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
8
月
開
催
の
経
済
財
政
諮

問
会
議
で
は
、
地
方
財
源
の
削
減
が

懸
念
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
国
に
お
い

て
、
地
方
6
団
体
が
取
り
ま
と
め
た

今
回
の
改
革
案
を
真
摯
に
受
け
と
め

て
三
位
一
体
の
改
革
の
全
体
像
を
早

期
に
明
示
す
る
と
と
も
に
、
実
現
に

努
め
る
よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で
す
。

1

国
庫
補
助
負
担
金
改
革
の
み
を

優
先
せ
ず
、
税
源
移
譲
、
地
方
交
付

人
喚
問
等
を
行
い
、
ヤ
ミ
献
金
の
実

態
を
徹
底
解
明
し
、
ヤ
ミ
献
金
が
診

療
報
酬
の
改
定
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
た
か
解
明
す
る
こ
と
を
求
め

ま
す
。

内
閣
総
理
大
臣
、
衆
議
院
議
長
、

参
議
院
議
長
あ
て

国
立
精
神
・
神
経
セ
ン
タ
ー
武
蔵

病
院
は
、
敷
地
内
に
あ
る
井
戸
水
か

ら
砒
素
が
水
道
法
に
定
め
る
基
準
値

の
1
・
5
倍
に
当
た
る
0
・
015
㎎
検

出
さ
れ
た
こ
と
を
公
表
し
ま
し
た
。

平
成
16
年
4
月
以
降
水
道
法
の
改

正
に
よ
り
、
本
年
3
月
に
測
定
し
た

結
果
、
砒
素
が
基
準
値
を
超
え
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
井
戸
水

を
引
き
続
き
飲
用
に
使
用
し
て
い
た

こ
と
な
ど
を
考
え
た
場
合
、
結
果
が

出
て
か
ら
公
表
ま
で
5
か
月
も
か
か

っ
た
こ
と
は
非
常
に
残
念
で
す
。

周
辺
へ
の
影
響
は
現
在
確
認
さ
れ

て
い
な
い
が
、
将
来
に
わ
た
り
保
障

さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
砒
素
が
基

準
を
超
え
た
こ
と
に
つ
い
て
直
ち
に

原
因
を
解
明
し
、
市
民
へ
の
説
明
を

十
分
行
う
と
と
も
に
適
切
な
対
応
策

を
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

厚
生
労
働
大
臣
、
国
立
精
神
・
神

経
セ
ン
タ
ー
武
蔵
病
院
長
あ
て

5

地
方
へ
の
一
方
的
な
負
担
転
嫁

は
絶
対
に
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
。

6

新
た
な
国
庫
補
助
負
担
金
等
の

創
設
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
。

7

地
方
財
政
計
画
の
作
成
に
当
た

り
、
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
場
を
設
け
る
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
総

務
大
臣
あ
て

公

民

館

保

育

の

有

料

化
（請願）

市
の
財
政
上
の
理
由
と
受
益
者
負

担
の
論
理
で
保
育
が
有
料
に
な
る
と
、

公
民
館
で
の
自
主
サ
ー
ク
ル
活
動
の

継
続
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

公
民
館
保
育
の
有
料
化
に
つ
い
て

は
、
議
会
の
場
で
も
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
く
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
請

願
い
た
し
ま
す
。

1

公
民
館
は
、
今
回
の
公
民
館
保

育
の
有
料
化
な
ど
利
用
者
に
係
る
事

項
に
つ
い
て
、
公
民
館
運
営
審
議
会
、

八
館
会
、
各
公
民
館
の
利
用
者
懇
談

学
園
東
町
三
丁
目
交
差
点
東
側
の
交
差
点
の

交
通
安
全
対
策
を
求
め
る
こ
と

（請願）

学
園
東
町
三
丁
目
交
差
点
の
東
側

に
あ
る
交
差
点
の
横
断
歩
道
は
、
多

く
の
市
民
が
利
用
し
て
お
り
、
学
園

東
町
三
丁
目
交
差
点
か
ら
東
へ
通
過

す
る
自
動
車
と
の
接
触
事
故
が
絶
え

な
い
と
こ
ろ
で
す
。

事
故
の
原
因
と
し
て
は
、
見
通
し

が
非
常
に
悪
く
安
全
を
確
認
し
づ
ら

い
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
1
日
で
も
早
く
こ
の
交

差
点
の
交
通
安
全
対
策
が
図
ら
れ
る

よ
う
に
次
の
事
項
に
つ
い
て
請
願
い

た
し
ま
す
。

1

学
園
東
町
三
丁
目
交
差
点
か
ら

こ
の
交
差
点
の
横
断
歩
道
ま
で
の
区

間
（
約
15

、
北
側
車
線
）
に
、
自

動
車
の
運
転
手
に
徐
行
や
停
止
を
促

す
た
め
の
ハ
ン
プ
等
の
路
面
表
示
を

設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

2

夜
間
の
交
通
安
全
の
た
め
に
、

こ
の
交
差
点
の
中
央
に
点
滅
灯
を
設

置
し
て
く
だ
さ
い
。

請
願
者
　
小
平
市
学
園
東
町
三
丁
目

渡
辺
　
明
　
外
9
人

意
見
書
と
は
、
市
な
ど
地
方
公
共

団
体
の
公
共
の
利
益
に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
と
し
て
の
意
思
を

意
見
と
し
て
ま
と
め
、
国
会
ま
た
は

関
係
行
政
庁
に
文
書
で
提
出
す
る
も

の
で
あ
り
、
地
方
自
治
法
第
99
条
に

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
都
は
多
摩
の
地
下
水
を
正

規
の
水
源
と
す
る
よ
う
国
か
ら
指
導

を
受
け
、
今
年
3
月
認
可
さ
れ
ま
し

た
。
認
可
水
源
へ
の
変
更
は
1
歩
前

進
と
評
価
す
る
も
の
で
す
が
、
ま
だ

保
有
水
源
量
へ
の
算
入
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
。
環
境
へ
の
負
荷
を
最
小

に
す
る
循
環
型
社
会
形
成
に
も
、
自

前
の
水
源
を
保
全
し
て
ダ
ム
に
頼
り

過
ぎ
ず
、
水
の
自
給
率
を
上
げ
る
こ

と
は
重
要
で
す
。
今
後
は
地
下
水
を

涵
養
し
、
汚
染
予
防
は
も
と
よ
り
、

汚
染
さ
れ
た
場
合
に
は
除
去
対
策
を

施
す
な
ど
の
対
策
を
と
っ
て
、
大
切

な
地
下
水
を
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら

利
用
し
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
東
京
都
に

対
し
、
多
摩
地
域
の
地
下
水
を
正
規

の
保
有
水
源
量
に
入
れ
、
住
民
が
安

定
的
に
水
道
水
源
と
し
て
飲
み
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
積
極
的
に
施
策
を
進

め
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

東
京
都
知
事
あ
て

会
（
ま
た
は
友
の
会
）、
各
公
民
館

保
育
室
運
営
会
議
な
ど
、
利
用
者
と

も
十
分
話
し
合
う
機
会
を
持
っ
て
く

だ
さ
い
。

2

保
育
の
有
料
化
に
つ
い
て
、
保

育
利
用
料
は
無
料
も
し
く
は
も
う
少

し
利
用
し
や
す
い
料
金
体
系
と
す
る

よ
う
、
再
検
討
を
早
急
に
し
て
く
だ

さ
い
。

請
願
者
　
小
平
市
上
水
南
町
二
丁
目

公
民
館
保
育
利
用
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表
　
松
本
喜
和
子
　
外
1
人
　

第
159
回
国
会
で
農
業
委
員
会
等
に

関
し
法
改
正
が
さ
れ
た
が
、
地
方
分

権
改
革
推
進
会
議
は
農
業
委
員
会
の

必
置
規
制
の
廃
止
等
を
検
討
す
べ
き

と
の
指
摘
を
行
い
ま
し
た
。
農
業
委

員
会
は
、
農
地
確
保
・
有
効
利
用
等

重
要
な
使
命
を
担
っ
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
政
府
に
対

し
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
実
現
す
る

よ
う
要
望
し
ま
す
。

1

地
域
農
業
の
振
興
に
果
た
す
農

業
委
員
会
の
役
割
・
機
能
を
再
確
認

の
上
、
国
会
に
お
け
る
附
帯
決
議
を

踏
ま
え
、
今
後
と
も
農
地
法
等
の
法

令
業
務
の
全
国
的
な
統
一
性
、
公
平

性
、
客
観
性
を
確
保
す
る
た
め
に
農

業
委
員
会
の
必
置
規
制
を
堅
持
す
る

こ
と
。

2

適
正
な
法
令
事
務
の
執
行
等
の

実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
、
農
業
委

員
会
交
付
金
の
維
持
・
確
保
を
図
る

こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
農

林
水
産
大
臣
あ
て

東
京
地
検
特
捜
部
は
、
日
本
歯
科

医
師
連
盟
か
ら
の
1
億
円
の
献
金
を

政
治
資
金
収
支
報
告
書
に
記
載
し
な

か
っ
た
政
治
資
金
規
制
法
違
反
容
疑

で
、
自
民
党
旧
橋
本
派
の
会
計
責
任

者
を
逮
捕
し
、
平
成
研
究
会
事
務
所

な
ど
を
捜
査
し
ま
し
た
。

日
歯
連
は
日
本
歯
科
医
師
会
の
会

員
の
医
師
か
ら
会
費
を
徴
収
し
て
い

ま
す
。
ヤ
ミ
献
金
に
よ
り
、
国
民
が

高
い
診
療
報
酬
を
支
払
う
結
果
に
な

っ
た
と
し
た
ら
重
大
問
題
で
す
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
国
会
が
証

開会時刻は原則として午前９時、場所は市役所７階 

11月 1日 （月） 決算特別委員会（一般会計） 

11月 2日 （火） 決算特別委員会（一般会計） 

11月 4日 （木） 決算特別委員会（一般会計） 

11月 5日 （金） 決算特別委員会（特別会計） 

11月 10日 （水） 生活文教委員会 

11月 11日 （木） 厚生委員会 

11月 16日 （火） 請願・陳情締め切り（午前中） 

11月 30日 （火） 12月定例会本会議（初日） 

12月 1日 （水） 12月定例会本会議（一般質問） 

12月 2日 （木） 12月定例会本会議（一般質問） 

12月 3日 （金） 12月定例会本会議（一般質問） 

12月 7日 （火） 総務委員会 

   請願・陳情締め切り（午前中） 

12月 8日 （水） 生活文教委員会 

12月 9日 （木） 厚生委員会 

12月 10日 （金） 建設委員会 

12月 21日 （火） 12月定例会本会議（最終日） 

多
摩
地
域
の
地
下
水
を

水
道
水
源
と
し
て
安
定
的
に

飲
み
続
け
る
こ
と
を

求

め

る

意

見

書

農
業
委
員
会
の
必
置
規
制
の

堅
持
と
交
付
金
の
維
持
・

確
保
等
に
関
す
る
意
見
書

郵
政
事
業
民
営
化
に

慎
重
な
議
論
を
求
め
る

意

見

書

中
央
自
動
車
道
高
井
戸
・

八
王
子
間
の
料
金
撤
廃
を

求
め
る
意
見
書

地
方
分
権
推
進
の
た
め
の

地
方
財
源
確
保
に
関
す
る

意

見

書

日
本
歯
科
医
師
会
連
盟
か
ら
の

ヤ
ミ
献
金
事
件
の

徹
底
解
明
等
を
求
め
る

意

見

書

国
立
精
神
・
神
経
セ
ン
タ
ー

武
蔵
病
院
の
深
井
戸
の

井

戸

水

か

ら

砒

素

が

検
出
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
の

解
明
等
を
求
め
る
意
見
書

学
園
東
町
三
丁
目
交
差
点

東
側
の
交
差
点

▼

国
立
精
神
・
神
経
セ
ン
タ
ー

武
蔵
病
院
（
小
川
東
町
四
丁
目
）

▼

か
ん
よ
う

ひ
　
そ

ひ
　
そ

ひ
　
そ

し
ん
し

メ
ー
ト
ル




